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認知症・本人ネットワーク支援事業

１．平成 20 年度事業概要

本人ネットワーク支援委員会では、認知症の人と家族の会や認知症介護研究・研修東京センター

と連携し、全国各地の家族会やケア関係者の協力を得て、「本人ネットワーク」支援事業をすすめ

ています。この事業は、認知症の方同士が知り合い、意見交換やお互いの経験の共有ができるよう

に、また、自分たちの思いを社会に伝えるために認知症の方同士がつながっていくための支援を行

うことを目的としています。

本年度は、本人交流会の立ち上げやその継続的な開催の支援をより一層推進すべく、支援者養成

研修の教材開発を行い、全国 9 箇所で研修を実施しました。支援者養成研修の受講者からは、その

後どのような実践を行ったかレポートを提出してもらい、報告会を実施しました。研修後に開催し

た本人交流会での成果やさまざまな課題を、交流会のさらなる広がりへつなげています。

また、これまで出会った認知症の方が全国から集まって、話し合い、スポーツ大会など交流を行

いました。この際に、今後の本人ネットワークについて思うことや、今の気持ちなどを、本人から

ヒヤリングを行いました。

さらに、「だいじょうぶネット」ではインターネットを利用して本人同士の交流や本人の声を社

会に届ける取り組みを進め、インターネットに直接書き込みができない方には代行書き込みを行な

うなどの支援を行っています。ネットが見られない人のために、情報誌の作成を行いこれまでの本

人交流会参加者、研修参加者に配布しました。携帯電話から見たり、書き込みができるように掲示

板も設置しました。

２．支援委員会

（１）委員会メンバー （＊委員長）

○家族の会等関係者

認知症の人と家族の会 高見国生代表、松本一生理事＊、勝田登志子副代表

彩星の会 干場功代表

○ 支援者の立場

滋賀県 田淵よしみ

浅香山病院 柏木一恵

認知症介護研究研修東京センター 永田久美子

大阪市社会福祉研修・情報センター 沖田裕子
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３．これまでの事業の流れ

事業１年目（2005 年度）

＊ 本人の意思をくみ取る活動が国内で、どのように取り組まれているかについて調査

↓ そのノウハウを元に

事業２年目(2006 年度)

＊ 本人会議の実施 本人からのアピール

↓ 認知症の本人が求めていることを社会に知ってもらう

事業３年目（2007 年度）

＊ 全国的な本人交流会を実施

＊ モデル地域での本人交流会の実施

＊ 支援者養成研修のあり方を考える

↓

事業４年目（2008 年度）

＊ 支援者養成研修のための研修教材の開発

＊ 支援者養成研修の実施 ９地域

＊ 本人ヒヤリング

各地域でも本人同士の交流がされつつある

① 「仲間と出会い、話したい」

日本で初めて、認知症の本人による会議

「本人会議」を開催（2006年10月、京都）

② 本人交流会を広げよう

支援委員会にて議論（2007年6月）

③ 本人交流会を広げよう

本人交流会をマスコミ公開

（2007年10月、鹿児島）
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平成 20 年度 認知症・本人ネットワーク支援事業概要

支援者養成研修

研修風景（滋賀県）

研修風景（東京都）

研修風景（高知県）
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笹川のつどい

春と秋に行いました。

これまで本人交流会に参加した

人が全国から集まり、地元の本人

や家族と交流をしました。

本人、家族と別れでの話し合い、

スポーツ大会、名所散策など親睦

を深めました。

地元の人同士交流するのも大切

離れた人とも、メールだけでな

く顔を合わせて交流したいとい

う皆さんの希望です。
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本人交流会の実践

支援者養成研修の修了者が、各地で、自分の職場で認知症の方々の交流会を行いました。

GH での実践

支援グループのつどいでの実践

若年認知症グループどんどん（神奈川県）

アートワークでの実践

NPO 法人

認知症の人とみんなのサポート

センター（大阪府）
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支援者養成研修実践報告会

本人も参加しての報告会になりました。9 地域 10 の交流会や研修の報告がありました。

キャンペーン報告会

吉田さん家族がシンポジウムで話

をしました。

加藤さん、佐藤さんが応援にきま

した。
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教材の作成

支援者養成研修のための DVD 教材とテキストの作成を行いました。

これまでの交流会で話されたことを元に

シナリオを作成し、交流会場面のイメージ 半年後に発展している様子

を持ちやすくしました。司会やサポートの

ポイントを示しました。

情報発信 掲示板

通信

啓発チラシ

通信や啓発チラシは、ホー

ムページからダウンロード

できます。
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４．支援者養成研修

１）研修の目的

本人交流会を行うことによって、認知症の本人同士が意見交換や、経験を共有でき、自分だけが認

知症で悩んだり、つらい思いをしているわけではないことを知ることができることがわかってき

ました。認知症の人は、介護者との関係だけでなく仲間を求めています。

本人同士が語り合うためには、司会や進行などに工夫が必要です。

この研修では、認知症の人たちの話し合いや、交流の場・仲間作りを支援する人を育成します。

２）対象

「家族の会」支部世話人、地域包括支援センター職員、病院の医療ソーシャルワーカー、

デイサービス･グループホーム等の職員等

３）研修内容

・ 講義・DVD による学習による（本人交流会の様子、必要性を紹介する）

・ ロールプレイによる体験学習

・ 意見交換

・ 自施設、自団体でどのように実施していくか、計画の立案

・ 計画の提出

研修月日 場 所 研修講師

2008 年 10 月 12 日（日） 高知県 松本委員長

10 月 13 日（月） 東京都 沖田委員

11月９日(日) 宮城県 松本委員長

11 月 16 日（日） 大阪府

12 月 7 日（日） 宮崎県 松本委員長

12 月 7 日（日） 北海道 沖田委員

2009 年 １月 18 日（日） 滋賀県 松本委員長

１月 25 日（日） 富山県 沖田委員

2 月７日（土） 熊本県 松本委員長
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４）研修から報告会の流れ

研修の受講

↓

自施設、自団体でどのように実施していくか、計画の立案

計画の提出

↓

数ヵ月後

実践状況の報告レポート

↓

報告会での報告

2 月 24 日に報告会を実施

実践者の中から自分たちが行った交流会の報告と困難であった点などを話し合う

５）実施日程と参加者状況

開催日 場所

参

加

人

数

男

性

女

性

家族の会

支部

参加者

家族

会

会員

包括支援

センター
DS

GH

特

養

病

院

その

他

2008 年 10 月 12 日 高知 22 2 20 15 0 2 0 1 3 1

2008 年 10 月 13 日 東京 17 4 13 1 4 0 1 1 1 9

2008 年 11 月 9日 宮城 25 5 20 16 0 0 1 2 2 1

2008 年 11 月 16 日 大阪 50 8 42 1 1 10 6 26 0 6

2008 年 12 月 7日 宮崎 25 4 21 10 0 4 0 2 2 11

2008 年 12 月 7日 札幌 24 6 18 3 0 5 4 5 0 1

2009 年 1月 18 日 滋賀 34 6 28 16 0 6 6 2 0 4

2009 年 1月 25 日 富山 35 9 26 19 0 2 4 5 1 7

2009 年 2月 7 日 熊本 22 9 13 12 0 2 0 0 3 5

合計 254 53 201 93 5 31 22 44 12 45

DS：デイサービス、GH:グループホーム
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６）実践結果と困難、今後の研修希望

研修の参加者は、総数 254 人でした。研修の最後に実施計画を提出した人は、札幌の実施後ま

でで９１人で、そのうち 2009 年 2 月 24 日の報告会までに実践の有無の報告があったのは、24

人でした。

実施できたという人は 11 組（うち当初本人の参加を計画したが家族のみだった 1 組）、計画し

ている人は 4 組、実施予定がまだないという人は９組でした。（研修受講者２人で１つの報告あり）

＜実施できたグループの感想・よかったこと＞

若年認知症のつどいでの実施

・ 本人たちの気持ちを安心して言える場を提供できたと思う。ある方は『この人たちは何て優

しい人たちの集まりなのか、私はかつてこんな場所に行ったことはない』と話された。

デイサービスの実施

・ 帰宅願望を常に口にする人が、交流会では集中し、質問に対して積極的に答えてくれた。な

どの報告がありました。

グループホーム

・ 物取られ妄想のある方はそのことを会議で相談される。人が話しているときに別の話をした

人を利用者がたしなめられる。「色々と決めることは難しくて大変なこと」を会議を聞きなが

らおっしゃる。普段あまり表情のない方が、会議になると大きく目を開き、話している人を

じっと見てうなずかれる。

アートワークでの実施

・ ただ、アートワークをしたり、販売したりということだけでなく、そのことを話し合いでひ

とつひとつ共有していくことが大切だと思った。

＜実施上の困難＞

実施できたグループ

・ 今後はご家族と一緒に本人も参加してもらえる企画を作ることでご本人の参加につなげてい

きたいと思います。参加したくなる企画を考えています。食事会・カラオケなどご本人の興

味をひく事を実施してゆく事で、仲間を増やし本人の思いが話せるような会にしていけたら

と思っています。

・ 参加された本人の中で、認知症のことをきちんと告知されていない方がいて、他の方が病気

のことを話しているときどう感じているのか心配になった。家族も一緒の席で行ったが、家

族を気にしている様子が見られた。家族も同様に、本人の話すことを心配しながら聞いてお

られた。

・ 集団トークについて、認知症の軽重により、どの程度の介入をしたらよいか嫌気の反応の読

み方などが問題であった。その話題に関心をもたない人への関わり方など

・ 本人の気持ちが十分出し切れなかった。

・ プログラムの時間の合間に実施したので、時間に制限が生じた。プログラムの一つとしてや

るには対象人数が多くなるので、十分な時間が取れるように考慮する必要がある。

・ 大きなテーマだと理解してもらいにくく、好きな食べ物といっても思い浮かばなくて、「何で

もいいよ」という意見になってしまう。
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・ 場所はどこが良いのか？普通のデイサービスのため、1 つのグループのみが交流会をしてい

ると集中できない。他のグループは別のことをしている。参加者をどう選ぶか？サポーター

を増やすにはどうしたらよいか。テーマ選び。

計画しているグループ

・ 地域そのものの認知症に対する理解不足とネットワークの必要性についての認識不足。

・ 県内がアクセスが悪く集うのがなかなか困難でどの位置で開催するかは大きな課題です。

会場の問題も大きいです。

・ グループホームなどでの開催については、職員の方に説明の機会が少なく困った。

実施予定がまだないグループ

・ ニーズが把握できない。本人交流会について知らない人が多く、必要性について理解が得ら

れにくい。

・ デイサービスなどで実施したいと考えているが、デイサービスの認知症以外の利用者の方な

どとのスケジュールの流れをまだ工夫できない。関係職員への本人交流会の大切さの理解が

十分得られない。認知症の人や家族の気持ちを理解できる専門医がいない。家族の抱え込み

で、介護者の気持ちを訴えるだけで、本人の気持ちを引き出す機会がない。

＜今後の研修希望＞

実施できたグループ

・ 本人が参加したくなるような企画をもっと知りたいです。

・ 認知症の方の話をじっくり聴く姿勢を持つことを指導、研修してほしい。実際の本人交流会

の様子をビデオで見ての研修。もう少し時間をかけてもよいと思う。

・ 認知症のレベル度に応じた介入(対応)の仕方、話題(関心事)の振り方、レベルが軽度でよくし

ゃべれる方の扱い(他の人とのバランス)など集団トークでの心得をお願いしたい。

・ 支援する上で困った状況（帰宅願望・被害妄想・本人同士のトラブル）に対して、支援者が

どのように関わるのがいいのか、対応や会話術、具体的なケースが知りたい。

・ 立場を変えたロールプレイ

・ 本人、家族の多様なニーズに個々に対応するための幅広い実践的な研修。

・ 交流会のことを世の中に PR してほしい。当初自分ひとりで実施し、ある程度効果があれば

仲間を研修に誘い全員で実施する予定でいたが、あまりにも理解が得られない。

計画しているグループ

・ 地域でどのように展開してきたか、実例研修。

・ 宮崎では、包括支援センター職員に多く参加していただきました。地域づくりの中心になっ

ていく人だと思いますので、地域の広がりの為には支援者になってもらいたい。このような

意識を高めて行くことが必要ではないでしょうか。

・ 地域でどのように展開してきたか、実例研修。

実施予定がまだない

・ グループ討議やロールプレイの必要性

・ 本人の話しあう意味・大切さが研修に参加すると本当によく理解できるが、まだ専門職の中

にも理解されていないように思う。本人交流会を開こうと思う仲間を増やせる方法も教えて

もらいたい。

・ DVD や資料など、サポーターや家族へ説明するものがあれば助かる。
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５．本人交流会開催報告会

日時：２００９年２月２４日（火）１３：３０～１６：３０

会場：京都社会福祉会館 ２階第２会議室

司会：永田久美子委員

プログラム

１３：３０～１５：３０

開会 あいさつ 松本一生委員長

第１部：本人交流会の報告（実施方法・所感・工夫した点・反省点など）

① 事業の経過報告 沖田裕子委員（20 分）

② 各地域の研修受講者からの実践報告

本人ネットワーク支援者養成研修を開催された 9 地域の受講者から、養成研修や研修後

に開催した本人交流会の報告、今後の予定や展望などを発表

各自発表 10 分

１５：３０～１５：４０ 休憩

１５：４０～１６：３０

第２部：本人交流会と研修のあり方についての意見交換

報告会の参加者全体で意見交換

１） 本人交流会のあり方について

２） 研修のあり方について

３） 今後、本人ネットワークを各地で広めていくために

閉会 あいさつ 高見国生委員
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１）北海道

発表者：吉田恵（グループホーム幸豊ハイツ・ほのぼの）

実施日 2009 年 2 月

実施場所 グループホーム３ヶ所

参加人数 ほのぼの（本人４名、サポーター２名）、しおさい１階（本人８名、サポーター３名）

しおさい２階（本人８名、サポーター３名）

連絡先 虻田郡豊浦町字大岸１５１－１８

３ヶ所のグループホームで３０～４０分の交流会を行った。

グループホームほのぼのでは、「楽しみなこと、これからしたいこと困っていること」について

話した。

しおさい１階では、介護度も比較的軽いため、意思疎通も良好で、「いいね」「そこは行きたくな

い」等、意思表示もはっきりしており、「春になったら行きたいところ」について話した。

しおさい２階では、入居者同士の名前もほとんどわかっており、入居者が話をふることも見られ

る。前日に入居者の一人が亡くなり、その方の思い出話をする場面も見られ、「体や病気で心配な

こと」について話した。

３ヶ所のグループホームはそれぞれ平均介護度が異なっていた。介護度別に話し方を変える必要

があった。介護度が平均 3.0 の「ほのぼの」では、具体的な選択肢を提案していくような質問が必

要で、サポーターの役割も重要であった。介護度が軽い人のあつまりであるほど、入居者がサポー

ター役になったり、「皆で生きていきましょう」と入居者がしめくくった交流会もあった。

研修を受け交流会を実施したら、入所者同士で話すことが少なくなってきていたこと、困ってい

ること、心配なこともきかないといけないと気づいた。

本人より「たまにこういうふうにみんなの話を聞くことは、いいことだね。」という話もあり、

定期的にまた形を変えながら行っていきたい。

３名３名２名対応スタッフ

１．５６２．２２３．０平均介護度

（参加者）

８名８名４名参加人数

平成19年

（２年目）

平成19年

（２年目）

平成9年

（１２年目）

開設年

しおさい２Ｆしおさい１Ｆほのぼのｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

実施グループホーム比較
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２）宮城県

発表者：若生栄子（認知症の人と家族の会宮城県支部）

実施日 2008 年 11 月 20 日、12 月 4 日、12 月 18 日、2009 年 1 月 15 日

実施場所 若年認知症のつどい「翼」

参加人数 本人７名、家族７名、サポーター２名

住所 〒980-0014 仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 2F

支部の事業とは別に有志で平成 18 年から「翼」を始めた。デイの閉鎖で行けなくなった若年の

人たちを引き受けたり、「家族の会」の相談に来た人でどこにも行っていない人が参加者になった。

毎月第１と第 3 の木曜に行っている。１０時半から３時まで行っている。

毎回日付の確認やどこから来たのか紹介。本人は言葉が出ない人もいる。そういう人には「仙台

市の○○でしたっけ？」と始める。話のはじめを問い掛けると出てくる。１回目から回を重ねると

だんだん話しをしてくれる。９人登録しているが、だいたい７～８人ぐらいいつも来る。ほとんど

の人が告知されている。ある人、昨年アルツハイマーと診断され、「私はアルツハイマーの病名を

いただいて悩んだが、今は治る新薬を待っている。希望をもっている。妻は私に非常に厳しい。だ

んだん厳しくなりました」。奥様は後ろでニコニコしながら聞いている。また、他の方がアルツハ

イマーと診断されてどうかと問いかけると、「今は何ともありません。ただただ笑って過ごせたら

いいなと思います。」と夫婦で答えてくれた。

きちんと告知されていない人もいる。その方はアルツハイマーの話になると奥様がそわそわされ、

本人に話を聞かせるのは、いたたまれないと席を外させようとしていたが、夫は「ここに居たい。

外に出たいならおまえが行け」と言った。告知を受けている人と、そうでない人の対応をどのよう

にしたらよいかつどいの悩みである。

参加者は４０歳代、５０歳代～７２歳までの人たちである。高齢者とは違う会、だと強く感じる。

本人たちの気持ちを受け止めるにはサポーターの仲間作りが必要。ある時はラジオ体操の後、ツイ

ストを踊った。そういうことが本人とサポーターの気持ちをつなぐ。お茶席もやった。そうしたな

かで本人たちの気持ちを引き出す。少しでも本人の気持ちを知ることが大切だと思っている。

徐々に社協、仙台市、県などの行政が見学に来るようになった。

サポーター養成研修後、手伝ってくれる人が出てきた。ポイントを抑えて必要なことを手伝って

くれるのは有難い。サポーターやボランティアは自分たちの気持ちを本人に押し付けないようにし

ている。サポーター養成研修に参加した家族から、ロールプレイについてのご指摘があった。ロー

ルプレイ参加者は施設の人や「家族の会」の世話人もいて、次から次へと話が進んだが、実際の認

知症の人はそんなに話せないよと言われた。

今後はぜひ県支部の事業としてサポーターと本人だけで行いたいと思っている。



17

３）神奈川県

発表者：若年認知症グループどんどん（川崎市認知症ネットワーク・自主活動）

当日は永田久美子委員が代理で発表

実施日 毎月第４火曜日

実施場所 どんどん（主に川崎市の中・北部）

参加人数 本人８名、家族 10 名、サポーター16 名

連絡先 ０８０－１０８１－３０３３（中川和子）

2006 年から、本人が社会活動を継続するため、本人・家族・サポーターが協力して、さまざま

な活動をおこなっている。レクリエーション活動のほか、「働きたい」という声を元に、本人の絵

を活かした T シャツ、はがき、一筆箋を制作し、福祉イベントなどでの販売もおこなっている。

現在、本人・家族の経験や生活の様子、心境などを記した冊子を制作しており、３月中旬発行予

定である。今まではアクション型の活動が多かったので、本人がじっくりと話せるような取り組み

をしたい。手弁当の活動で、サポーター確保が課題。

４）富山県

発表者： 勝田登志子（認知症の人と家族の会富山県支部）

実施日 てるてるぼうずの会 月３～４回、笹川のつどい 年２回

実施場所 富山市内、富山県内

参加人数 本人５名、家族５名、サポーター６名

連絡先 〒930-0093 富山市内幸町３－２３ 菅谷ビル４F

富山県支部では２００４年京都で開催された国際会議以降、支部の「つどい」に本人参加を積極

的に呼びかけることにしました。それまでは家族の都合で本人を同行されることがありましたが

「預かり」のような対応でした。

２００５年、本人の参加が増えるなかでお楽しみ旅行への本人参加を重視して取組みました。

若年の相談が増えてきました。

２００６年４月、広島から片山禎夫先生をお招きした講演会をキッカケに、若年の本人、家族の

つどいを開催。７月より富山県との協働事業として翌年３月まで、家族支援プログラムと併行して

本人交流会を企画。サポーター養成研修も行った。つどいを重ねるなかで本人や家族の希望で若年

のつどい「てるてるぼうずの会」が誕生。企画については本人たちが話し合って進めることを大切

にしてきた。

２００７年、本格的に｢若年認知症支援者養成研修｣を６回コースで開催。若年本人の願いとして

「もっと多くの方々と交流したい」との思いがあり、本部主催の「本人交流会」に参加したＭさん

の呼びかけで第１回若年交流会を５月に１泊２日で開催、会場は１５０年の古民家を利用して、ゆ

ったりと交流が進むようにした。オプション企画として立山散策も行ったがとても好評で、それ以

降、家族ぐるみの交流が続いている。「忘れやすい自分たちだから秋にも交流したい」との希望を

いれて、第２回交流会が１０月に開催、希望により 2 泊３日となった。

なお、若年の取り組みは「０７年町づくりキャンペーン」として選ばれ表彰された。いただいた副

賞で「コーヒーカップ」を購入、「つどい」のときに使用している。

２００８年 「てるてるぼうずの会」は参加者が増えてきて，毎回昼食を自分たちでつくること

を大事にしてきたが、家族から負担が大きいと、従来は１０時から３時までだったが、午後のみ（１
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時から４時）と変更、毎月３回から４回開催から高齢者を含めたつどいなどで月３回程度参加でき

る機会を設けた。第３回交流会は本人たちの希望によりスポーツ大会（バトミントン・卓球）を開

催。トロフィーなども準備した。この回では県民向けに「足立さんの

お話を聴く会」を開催。オプションとして宇奈月温泉への旅も楽しかった。第４回は１０月に開催、

参加者が少なめだったが、ゆっくり、じっくり話し合い、オプションは紅葉の五箇山への旅も思い

出深い。０８年はあわせて「若年認知症の本人と家族支援者養成研修」を独立行政法人の助成で開

催、７月から１月までの研修修了者は３２名。「てるてるぼうずの会」では本人たちの「やりたい

こと」をひとつづつ実行している。「木工教室」は木材を切る、加工する、自分だけの作品が出来

上がる喜び、が笑顔につながり、この教室は３回目となった。介護家族も一緒に汗を流すことで、

本人たちの残っている能力に気づくことにつながった。つどいの中心であるＭさんは０８年１１月

より週２回の電話相談員となった。Ｍさんはパソコンの能力はしっかり残っており、先ず、相談内

容の記録を中心に携わっているが、相談員１人体制から２人体制となりＭさんの研修を行う相談員

の「やる気」が従来にも増して、世話人の中から新たな電話相談員が誕生した。Ｍさんのやる気が

世話人会の活性化につながっている。

２００９年は引き続き「本人の気持ちにそうケア」を目指しての研修会を予定している。

５）滋賀県

発表者： 北川須美枝（認知症の人と家族の会滋賀県支部）

実施日 今後実施予定

連絡先 〒525-0072 草津市笠山 7-8-138 滋賀県立長寿社会福祉センター内

先月研修を受けた報告。家族支援が中心になっている。本人支援はなかなかいっていない。昨年

の春から若年の家族の交流会はやっている。若年ならではの大変さがあるのではないかと思う。「家

族の会」だけでも研修を受けてもつなげるのは難しいのではないだろうか。本部からのチラシと、

「家族の会」がこんな研修をやりますというチラシと２種類作って配布した。参加者は資料のとお

り。ロールプレイも良かった。感想は資料のとおり、本人たちの気持ちに自分たちがついていけて

ないのではと感じた。介護職でかかわっている人は、言葉も通じないと思っている人が多いので、

本人の気持ちをというのが難しかったので、本人同士をつなげるのは難しい。簡単にはできないと

いう感想が多かったがさらに研修などを重ねて本人ネットワーク実現に向けて努力します。

６）大阪府

発表者： 住田淳子、五右衛門（NPO 法人認知症の人とみんなのサポートセンター）

実施日 第１・第３木曜日 午後 1 時半～３時まで

実施場所 NPO 法人認知症の人とみんなのサポートセンター

参加人数 本人２～６名、家族０～２名、サポーター２～４名

連絡先 〒537-0024 大阪市東成区東小橋１－１－６

若年認知症の人のためのアートワークの中で本人交流を実施しています。アートワークとは、臨

床美美術を基礎に認知症の人でも誰でも参加できるように作業工程を工夫したもので、こうしなけ

ればならないという決まりもなく自由に表現できるので自分で自分を癒すことができるものです。
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参加者は本人 4 名で、診断を受けてから介護保険サービスに移行するまでの人が多いが、介護保

険を利用していても、「高齢者の施設ではただ座らせられているので本人ができることをさせた

い」とご家族が希望されて参加している人もいます。サポーターは 3 名で、美術系の大学を出身の

介護福祉士と作業療法士、看護師。送迎の家族またはガイドヘルパーで行っています。

私たちは、様々な活動の中で認知症の本人同士で話し合う機会を持ちながら活動をしています。

例えば、若年認知症の人のためのアートワークの中では、その日の描くテーマを季節の物にしてい

るので、導入時に季節の話題や思い出をそれぞれに話し合ってもらっています。

この日はりんごの絵を描く前に、りんごのにおいをかいだり食べたりして感想を述べ合いました。

サポーターが「りんごの名前がわかりますか？」と聞いたら、A さん「わからない」。「日本一の山

と同じ名前です」とヒントを出すと、「なに？なに？わからないわぁ～」と。すると隣に座ってい

た人が突然その人の方に身を乗り出して「ふ、ふ、ふ」とヒントを出し始めました。ヒントを出さ

れた人は「なに？なに？なんなのよ～」とわからない様子でしたが、そのやり取りを見ていた他の

人が「富士やな」と答える場面がありました。

モチーフを見ながら「どんな色だろう」とか「B さんの色はきれいやね」などと声をかけたり、

作成している途中に迷っている人がいると「なんでもいいのよ」と、お互い声を掛け合うことで作

品作成が進んでいきます。

作品づくりが終わったら自分の作品の感想や他の人の作品の感想を述べ合います。

「すばらしい！」「よくやったなと思う」「いい感じになった」など自分の作品に対して感想が述

べられると他の人が「ほんとね～」「いい感じじゃない」と褒めてくれます。「うまくできなかった」

という人も「うまいわよ」と褒められ「ありがとう」と嬉しそうにされます。「思うように描けな

かった。もっと小さな花が描きたかったのに」という人にも、「いい色やん」と言われ笑顔がこぼ

れます。デイサービスで笑顔が出ない人も、ここでは仲間の発言に笑顔が出ます。

回を重ねる毎に、「今日は何日?」と聞いても、「忘れている」「わからない」と堂々と言い、物忘

れを隠さないのびのびした雰囲気になっています。

そんな本人や仲間のやり取り見て、家族もいろいろ本人にできるだろうと期待しすぎていた感じ

から、今のまま、ありのままを受け入れていくようになってきています。

会話だけの交流会では、参加できる人が限られたり、家族が「本人が話せないならかわいそう」

と参加が続かないことがありました。アートワークも作品を作ろうというだけでなく、同じ物忘れ

のある人が、作品を作って売って、こんなことができるって、世の中の人に知ってもらおうと、自

分たちが作る意味を折々に話します。同じ病気の仲間であるということで、物忘れも隠さないし、

何度聞いてもだれも怒らない、迷っていればフォローしあうという交流が生まれていきます。会話

とアートワークその両方の要素が上手くからみあって交流が続いていると思います。

（以下、報告会で住田さんと五右衛門さんの会話）

住田：集まって皆さんと話したり、話を聞く事は楽しいですか?

五右衛門・・・人の気持ちがわかりすぎるから怖い。

住田：事務所に来られるようになって、自分は変わったと思われますか?

五右衛門・・・少しづつプラス思考に変わった。事務所に行くようになって前向きになった。また、

仕事をやっていこうかなと思うようになった。よし、頑張ろう!という気になった。四半世紀を振り

返って、自分の過去を清算したい。昔の自分にとらわれているところがあるから、それを切り捨て

たい。
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７）高知県

発表者： 佐藤政子（認知症の人と家族の会高知県支部）

実施日 2008 年 12 月 9 日、2009 年 1 月 10 日

実施場所 ソーレ（こちら男女共同参画センター）

参加人数 本人０名、家族３名、サポーター２名

連絡先 〒780-0870 高知市本町４－１－３７ 高知県社会福祉センター内

サポーター養成をしようと思っていた時、若年の人がお遍路さんに行きたいと言われているので

支援してもらえないかと、宮崎県支部から連絡があった。本人は行きたいのだが、家族が反対して

おり、実現できなかったが、もし実現できていたらおもしろい取り組みだったと思う。

本人を支えるにはいろんな形があっでも良いなあと思う。交流会は、3 回実施したが、本人の参

加がなかった。まず、家族からつながってと思って、困っている 3 人の家族に集まってもらって話

した。

その後、研修会で本人が発言しているところも見た。そのような場でつながっていくことも大切

ではないかと思う。３回やって感じる事だが、家族の会だけでなく研修会をやりたい。

８）宮崎県

発表者： 生田みい子（認知症の人と家族の会宮崎県支部）

実施日 2009 年 4 月より 2 ヶ月に 1 回実施予定

実施場所 デイサービスに併設されている研修室

参加人数 本人５～１０名、家族５～１０名、サポーター１０名

連絡先 〒880-0806 宮崎市広島 1 丁目 14-17

宮崎では本人のつどいとして、昨年 5 月に初回を開催、5 組のご夫婦や家族を中心に介護者 10

人あまりが参加されました。

後半の時間を、部屋を別にして本人交流会の場を設けました。初めての試みで進行係りの苦労も

ありましたが、家族と離れ、一人になられた本人さんたちは意外と多くを語られ、それなりに盛り

上がりました。

2 回目は昨年 10 月に県主催の人権フォーラムの催し物の中で本人のつどいの場を設定し、そこ

では 6 組のご夫婦やその家族が参加され、片山禎夫先生の優しさあふれる講義に耳を傾けました。

そして 12 月 7 日、松本一生先生の認知症本人ネットワーク支援者養成研修が開催され、24 名

が参加いたしました。ロールプレーがとてもユニークで想像を絶する役者さんたちがいて、その演

技力に泣いたり笑ったりでしたが、本人の思いを元に支援を考える視点を学びました。

以上が経過ですが、これからの支部の計画としては、4 月以降 2 ヶ月に 1 回を目標に開催場所

を検討中です。県内に数箇所拠点を置き、世話人の専属担当を決め、それぞれの孫支部が独自で本

人のつどいを開催できるように、今動き始めているところです。

開催場所として福祉法人のデイサービスの研修室や包括支援センターの 1 室を借りる案が出て

います。

宮崎では、やっと 100 万人認知症サポーター養成の取り組みが本格化してきております。行政

からこの取り組みの活動の一部が支部の方に委託されています。

この養成講座も行政を通してばかりではなく、各団体や会社から直接要請があがってきていて、

関心が高くなりつつあるのを感じています。
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松本一生先生の支援者養成講座に包括の職員が多数参加されましたので、これからのネットワー

ク作りがやり易くなると思います。

先週の土曜日、月 1 回のつどいがあり、そこに電話相談があった方に本人参加ではじめて来てい

ただきました。ご本人と私は前半はつどいから離れ、小規模多機能の利用者さん一人と会話の時間

を持ちました。松本一生先生の養成テキストに、2 人からでも十分、集いは成立するし効果がある

ことが記されていますが、それをまさに実感させていただきました。お話の好きな方同士でしたの

で、かみ合わない部分がありながら、楽しい時間を共有されたようです。その初めての方は物忘れ

が始まり大きな不安と戸惑いの真っ只中で、藁をもすがりたい思いで来られたのです。会が終わっ

て、来られた時とは違ってやわらかい表情になっておられたのに気付き、本人交流会の効果を実感

出来ました。その表情を見て、私の頭に 2，3 人の引き合わせたい人が浮かんできたのです。近い

うちに声かけし、ミニ本人のつどいを、実現したいと考えております。

実際に集いを実践するに当たって松本一生先生のテキストを読み返してみると、本当に細かく支

援者への指導が記されていることに改めて気付きました。テキストが私の強い味方になってくれる

と確信しています。

９）熊本県

発表者： 冨岡大高（認知症の人と家族の会熊本県支部）

実施日 今後実施予定

実施場所 若年認知症のつどい

連絡先 〒861-4125 熊本市奥古閑町 4375-1

先日、研修を受けたところ。

2 年前から若年のつどいをはじめ、はじめは家族対象で行ったが、本人が来られここに来たら本

人と話せるのではないかと思ってきた。他の本人の参加がなかったが、毎回参加し自分の気持ちを

話す中で、他の家族が自分の家族も同じ思いなのかと考えるようになった。

いつも参加している本人がロールプレイの本人役をやった。さすがの演技だった。その翌週、告

知を受けたばかりの方が参加され、本人の気持ちを引き出そうと、研修を受けた人がしていた。「あ

なたは何がしたいの」「一緒にやりましょうよ」と声かけしていた。

支部としての活動に広げていけたらなあと思う。
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６．本人交流会、本人からのヒヤリング

これまで出会った認知症の方が全国から集まって、話し合い、スポーツ大会など交流を行いまし

た。この際に、今後の本人ネットワークについて思うことや、今の気持ちなどを、本人からヒヤリ

ングを行いました。この交流会は、世話人の方だけでなく、認知症の本人が E メールや郵便による

交流会の呼びかけ、企画、実施、交流会での写真を集めて CD をつくり参加者へ配布されるなど主

体的な活動のもと実施されました。

＜交流会の様子＞

2008 年 5 月、10 月と 2 回目の笹川のつどいが実施されました。

■5 月の交流会

5 月は、大阪から１夫婦、関東から１夫婦と 1 人、広島から 2 夫婦、大分から１夫婦の参加で、

地元の本人や家族と交流しました。卓球・バトミントン大会では、優秀者にトロフィーの授与があ

ったり、おいしい山菜、カニなどの海の幸に舌鼓をうったりと楽しい時間を過ごしました。その後、

黒部にも行きました。

－5 月の交流会で出された意見－

・ 本人のネットワークとは何で、メンバーはどういう人なのか知りたい。

・ パソコンの打てない人は、家族が代わりに打ってブログなどに参加してもらいたい。

・ 家族はできるだけ、本人の意見をそのまま載せてほしい。

・ 家族のつどいのように、本人版がほしいが、本人がどこにいるかわからない。

・ 話せる人がもっと参加してくれるとよい。

・ たまには会って話し合いたい。

・ メールだけでなく、声を聞いて話したい。文章で伝わらない情報がほとんどだから、表情を見

ながら話したい。

・ メンバーを固定して信頼関係を続けたい

・ 聞き上手のスペシャリストがちょっとずつ階段を上るようにすればいいか。個性が強い人が多

いから、からまった糸をほぐすのは大変。

・ メンバーを固定して信頼関係ができないと。本人によって障害の違いがあるので、司会が個性

を理解していて話し合いの場を持ってもらいたい。本人同士だと何を話していいのかわからな

い。話したことも忘れてしまう。

■10 月の交流会

10 月の交流会では、5 月の写真の上映会があり、皆とバトミントンをしたつもり、黒部にも行っ

たつもりになりました。

10 月の交流会までには、前回の参加者に前回の思い出写真集の CD が送られ、再び思い出をつ

くりましょうと声がかけられました。この思い出写真集 CD は、認知症の本人が皆の写真を集めて

作ってくださったものです。今回も上映会をして、一緒にこんなこともあったよね～と思い出す作

業・・・
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10 月は、関東から１夫婦、広島から１夫婦の参加でしたが、地元のニューフェイスも加わったに

ぎやかなつどいになりました。

さて、この山の家をちょっと紹介させていただきますと・・・ご主人からお聞きすると、150 年

近い家屋をリフォームしたのだとか・・・りっぱな梁、囲炉裏、広い座敷・・・この広い座敷のお

かげで皆泊まらせてもらうことができます。地元から初参加者の本人さん「なつかしいですね」と

囲炉裏を囲んでの本人交流会で話されていました。本人交流会では、次回のやりたいこととして、

カラオケ大会、梨狩り、稲刈り、黒部、温泉、花見などの意見が出ました。

また、この山の家のつどいの副産物として、5 月に撮った黒部の写真をもとにカレンダーを作成

しました。

本人の言葉から

・ 24 時間つきあっている家族は大変だと思う。

・ ある程度、本人の意にそまないことがあっても自分を責めないでほしい。長く介護を続けてい

くためには大切なことです。

・ ふたりだと煮詰まってしまうと、変化があるようにいろんな人に来てもらったり、会ったりす

るのがよいと思う。

・ 本人が来た人と話ができるように本人にも話題をむけると、本人も楽しめる。

・ 新しい人や久しぶりに会う人の名前が出てこないと失礼だと思ったりする。話も続かない。

・ よく知っている人があの人とわかって名前を言ってくれると助かる。

・ 目標が必要。世の中に役立つということに意味がある。

・ 入所するとすることがなくなる。本人を良く知っている人が話をしてくれるとよいと思う。

・ 本人の自分史、どういう気持ちでしたかなど、話してもらってスタッフが書き取るなど、話の

種を聴きだしておいてほしい。毎回同じでもいい。
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7．情報発信

○インターネットによる交流

ホームぺージでは、ブログや掲示板への書き込み

○ 通信による情報提供

インターネットの利用が難しい人のため

に紙媒体で通信を届けます。

携帯電話からも書き込

みが可能になりました。

連絡・お問い合わせは

本人ネットワーク支援委員会

ホームページ：http://www.dai-jobu.net/

メールアドレス：info@dai-jobu.net

事務局：社団法人認知症の人と家族の会

〒602-8143 京都府京都市上京区堀川丸

太町下ル京都社会福祉会館内

ＴＥＬ：０７５－８１１－８１９５

ＦＡＸ：０７５－８１１－８１８８

ホームページ：

http://www.alzheimer.or.jp/jp/index.ht

ml

メールアドレス：office@alzheimer.or.jp
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資 料
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資料１ 「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式１

支 部 名
高知県支部

担 当 者 名
森田 惠子

開 催 日 時 ２００８年 １０月 １２日（日） １３：００ ～ １６：００

会 場 高知電気ビル別館 ７階 ７０５号

参 加 者 数

内 訳

支部からの参加者 15 名（内世話人 11 名）

支援職（専門職）の参加者 7 名

男性 2 名・女性 20 名

支援職（専門職）の内訳

地域包括支援センター職員（ 2 名）・デイサービス職員（0 名）・特養またはグループ

ホーム職員（ 1 名）・病院職員（ 3 名）・

その他 具体的に

（ 1 名） 高知市保健センター健康づくり課 保健師

内 容

講義感想（参加者の反応・感想をお書きください）

最初に行われた松本一生先生の講義は 60 分でした。家族の会の活動が本人会議に結びつ

いていくには、若年認知症の人の本人会議だけを目指すのではなく、高齢者の認知症の人

も含めてもいいし、その家族との交流も含めてもいいのではないかという話だったのが、

それなら高知家族の会も取り組めると思いました。松本先生は若年の方がいかにすれば症

状を穏やかにすることが出来るかを話され、家族とのつながりだけでなく、いかに本人同

士が話し合い、行動をともにすることが大切かを話されました。参加者の多くの方が認知

症についてわかりやすい話であったと感想を寄せられました。もっと聞きたいと思いまし

た。

ロールプレイについて（ロールプレイの内容と意見交換で出た意見などをお書きください）

先生がロールプレイの参加者に「認知症の人とサポーターが必要です」と言われ希望者

をつのりましたが、なんと 22 人中、10 人の手があがり、それが全員家族の会の世話人で

した。認知症役 8 人、サポーター役 2 人でしたが、さすが家族の認知症役は上手で、参加

者の笑いを誘っていました。先生の指示で、認知症の人の気持ちや行動に、臨機応変で対

応できることがサポーターに求められているという話は的確で、参加者の心を１つにした

と思いました。

主催支部の反省・感想・意見など

準備も十分ではありませんでしたが、短期間に参加者を募ることが出来、また、世話人

以外の参加、ことに包括支援センター、保健センターの健康づくり課保健師、グループホ

ーム、病院等の参加を得、これからの連携に基礎が作れたように思います。３時間が短く

感じましたし、松本先生のお人柄がにじみでて、判りやすい研修でした。これからは出来

ることから始めたらいいという先生のことばを大切に、仲間とともに活動していきたいと

思います。

備考：
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「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式２

開催地域名
東 京

担 当 者 名
沖田

開 催 日 時 ２００８ 年 １０月 １３日（月・祝） １３： ３０ ～ １６ ：３０0

会 場 認知症介護研究・研修東京センター

参 加 者 数

内 訳

１７ 名 男性 ４ 名・女性 １３ 名

地域包括支援センター職員（ 0 名）・デイサービス職員（ 1 名）・特養またはグルー

プホーム職員（ 1 名）・病院職員（ 1 名）・「家族の会」会員（ 4 名）

川崎市｢若年認知症グループどんどん｣1 名

彩星の会 2 名 家族の会茨城県支部 1 名

その他 認知症予防事業ボランティア 4 名、認知症予防推進員 1 名

有料老人ホーム職員 1 名、モデル地域行政職員 1 名、モデル地域関係者 1 名

介護支援専門員 2 名

内 容

講義感想（参加者の反応・感想をお書きください）

参加者は少なかったが積極的であった。認知症予防の取り組みや、モデル事業の中で実

施するための具体的な質問が出されていた。認知症の進行具合の違いで参加しにくさなど

がないか、どのようにはじめたらよいかなどであった。

本人同士で話し合うという場面にたづさわったことがない人が多く、必要性については

じめて気づき、大切だとは思うが、自分たちで本当にできるのだろうかという、戸惑いも

あった。

このような視点の研修にははじめて参加した人がほとんどであった。

ロールプレイについて（ロールプレイの内容と意見交換で出た意見などをお書きください）

認知症役 5 名、サポーター2 名を受講者から募り、沖田が進行役となり進めた。約 30 分

DVD 教材で学習した後だったので、受講者から場作りのため、お茶やお菓子が必要では

ないかなどの意見が出された。

ロールプレイは、自己紹介、夢、困っていることの順番で尋ねた。

ロールプレイの参加者の感想は、

・自然に自分の言いたいことが言えた。聞いてもらえるここちよさがあった。

・順番にあてられるので、心の準備ができた。

・なごやかな雰囲気が重要だと思った。

・話題の広げ方(困っていることへの解決策を他の人にたずねるなど)が参考になった。

主催地域担当者の反省・感想・意見など

東京センター、周辺の家族会、100 人会議事務局などから研修の広報を行ったが、参加

者が少なかった。今回の参加者からさらに研修受講者を広げる必要があるのではないか。

予防事業やモデル地域などの関係者がいたので、その面でどのように活用されていくか

が楽しみである。

備考:
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「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式１

支 部 名
宮城県支部

担 当 者 名
関東 澄子

開 催 日 時 ２００８年 １１ 月 9 日（日） １３：００ ～ １６：３０

会 場 みやぎ NPO プラザ第二会議室

参 加 者 数

内 訳

他支部からの参加者 3 名 (内世話人 3 名)

支部からの参加者１3 名（内世話人１0 名）

支援職（専門職）の参加者 5 名

男性 ５ 名・女性 ２０名

支援職（専門職）の内訳

地域包括支援センター職員（ 0 名）・デイサービス職員（ 1 名）・特養またはグルー

プホーム職員（ ２名）・病院職員（ 2 名）・

その他 具体的に

（ 1 名） 介護福祉専門学校教員

こ 内 容

講義感想(参加者の反応・感想をお書きください)

・松本先生の講義はユーモアを交えたわかりやすいものでした。その中で、核心にある

ご本人の気持を大事にしながら展開することの大切さは十分に理解できた。

・さらに、実施するに当たり、ご本人参加を促す大変さが伝わった。まさに今回参加

された方々との協力、特に医療者との連携も図りながら行うことが効果的と考えるこ

とができた。

ロールプレイについて(ロープレイの内容と意見交換で出た意見などをお書きください)

・ロールプレイのメンバー(本人役 6 名、司会役 1 名、サポーター1 名)は積極的に名乗った

人たちで開始した。

・ロールプレイの内容はビデオ学習を参考にしながら司会役の方の話題提供で進められ、

円滑に行われた。

・これが実際ではスムーズにはいかないと考えられるし、全員が緊張している様子が伝わ

り、終了時に｢たった 20 分くらいなのにすごく疲れた｣との反省もある。

・笑いもなく、いかにリラックスした雰囲気つくりが必要かを全員も感じたと思う。

主催支部の反省・感想・意見など

・診断する仙台市内の主な病院 3 ｶ所に声かけしたが、1 病院のみの参加は今後連携して

行うためにもとても残念であった。

・参加者全員との話し合いも考えたが、時間の不足で実施できなかった。

・世話人とは後日機会はあるが、その他の参加者についても個別に意見交換を行い、新年度

に向けて考えたいと思っている。

・”ご本人へどう呼びかけるか”については、更に検討をしなければと思っている。

備考： ・他県の方々にも参加を呼びかけたこと。

・今後も可能な限り交流もあればと思っている。
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「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式２

開催地域名
大 阪

担 当 者 名
沖田・杉原

開 催 日 時 ２００８ 年 １１月 １６日（日） １３：３０ ～ １６ ：３０

会 場 大阪市社会福祉研修・情報センター

参 加 者 数

内 訳

５０ 名 男性 ８ 名・女性 ４２ 名

地域包括支援センター職員（１０名）・デイサービス職員（ ６名）・特養など入所施設

職員（ ８名）・グループホーム職員（１８名）・病院職員（ ０名）

家族会 会員( ２名) 家族の会京都県支部 1 名 愛都の会 1 名

その他 NPO 認知症の人とみんなのサポートセンター2 名

行政職員 1 名、精神科デイケア 1 名、介護支援専門員 2 名

内 容

講義感想（参加者の反応・感想をお書きください）

参加者は、昨年の研修に参加した人や日頃家族会などで本人支援を行っている人がおり

より具体的な質問が出た。

・自分だけではできないので、どのように仲間をあつめたらよいか。

・疾患や症状別にグループ分けしたほうがよいか。

・重度の方と初期、あるいは若年期の比較的軽い認知症の人を分けたほうがよいか。家族

も一緒がよいか。

ロールプレイについて（ロールプレイの内容と意見交換で出た意見などをお書きください）

受講者が多かったので、認知症役 5 名、サポーター2 名を 2 グループ受講者から募り、沖

田・杉原が進行役となり進めた。約 30 分。

ロールプレイは、自己紹介、夢、困っていることの順番で尋ねた。

ロールプレイの参加者の感想は、

・意識せず話して、皆で共有できたのがすごいと思った。

・担当している利用者をイメージして参加した。その人の不安がわかる気がした。

・話を共有する司会が難しいと思った。司会が会話をつなぐことの大切さ。

・話題がいろいろあるとわかった。

・司会、サポーターの進め方で安心して参加できた。

・困りごとを聞いたときに皆でアイデアを出し合って考えたのがよかったと思う。

・初回でもリラックスできた。雰囲気作りが大切である。

・一人ひとりの言葉を繰りかえし、目を見た話すことの大切さ。

・順番が回ってくる間に考えていた。司会が順番に聞いてくれて話しやすかった。

主催地域担当者の反省・感想・意見など

参加申し込みが多くあり、当日欠席もみこして多めに受講証を送っていたが、デイサー

ビス、病院関係の欠席が多かった。

昨年度から継続しているからか、実際に本人を中心にした活動を行っている人が多いか

らか、実践的な雰囲気があった。

備考:
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「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式１

支 部 名
宮崎県

担 当 者 名
吉村照代

開 催 日 時 ２００８年 １２月 ７日（ ） １３： ３０ ～ １６：３０

会 場 ＪＡ・アズムホール本館２階中研修室

参 加 者 数

内 訳

支部からの参加者１０名（内世話人 ５名）

支援職（専門職）の参加者 名

男性 ４名・女性 ２１名

支援職（専門職）の内訳

地域包括支援センター職員（ ４名）・デイサービス職員（ ０名）・特養またはグルー

プホーム職員（ ２名）・病院職員（ ３名）・

その他 具体的に

（１１名） 社協４名、居宅支援事業所５名、小規模多機能２名

内 容

講義感想（参加者の反応・感想をお書きください）

一人の世界 仲間との語り 新しい生きがいの希望

このためのサポーターの役割

・認知症に立ち向かう人と同志になる

・本人のやりにくいことを少しだけ支援する

（本人の判断を助ける。場所をみんなで作る）

ロールプレイについて（ロールプレイの内容と意見交換で出た意見などをお書きください）

＊本人が困っていること

1.まだ出来るのに、あれをするな、これをするなと何もさせてもらえない

2.同じことを聞くといやな顔をされる

3.何が何だか分からなくなり、頭がくるくる回っている

4.主人にご飯を作ってやりたいがなかなかうまくできない

5.買いものに行ってお金を払ったか分からず白い目で見られる

6.いろいろできないことが増えている自分が不安で仕方がない

＊家族の立場で困っていること

1.わかっていても怒ってしまう

2.行動が理解できない

3.言葉が少なくなり相手が何を考えているか分からずに困る

主催支部の反省・感想・意見など

・ＤＶＤに関する機材の準備が不十分でぎりぎりまでハラハラしましたが、なんとか間に

合った。

・２５名で参加者を募ったので、当日３名の方がキャンセル（家族のご不孝）があり、も

ったいなかった。スタッフが参加しました。

・先生のソフトな語りに充実した中身に、参加者全員が「参加できてよかった。案内をし

てもらって有難う」と言って帰られました。

・この研修は地域で開催して広げていきたいと思います。ご指導をお願いします。

備考：宮崎県支部で開催できたことを感謝しています。
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「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式２

開催地域名
札 幌

担 当 者 名
沖田

開 催 日 時 ２００８ 年 １２月 ７日（日） １３：３０ ～ １６ ：００

会 場 ホテルニューオオタニ札幌

参 加 者 数

内 訳

２４ 名 男性 ６ 名・女性 １８ 名

地域包括支援センター職員（ ５名）・デイサービス職員（ ４名）・特養またはグルー

プホーム職員（ ５名）・病院職員（ ０名）｢家族の会｣会員（０名）

その他 具体的に（１名）

内 容

講義感想（参加者の反応・感想をお書きください）

・もし、なかなか参加できないような人はどうしたらよいのか。家族が参加できないから参

加させないというような場合

・家族に必要性を理解してもらうことが大切。しかし、家族の負担になるようなら、ガイド

ヘルパーやボランテイアで送迎も考えた方がよい。

・包括支援センターでどのようにできるか考えたい。

・若年認知症の家族と本人の会では、本人は楽しく過ごしてもらうことを考えているが、話

し合いも必要なのではと思った。

ロールプレイについて（ロールプレイの内容と意見交換で出た意見などお書きください）

認知症役 5 名、サポーター2 名を受講者から募り、沖田が進行役となり進めた。約 30 分。

ロールプレイは、自己紹介、夢、困っていることの順番で尋ねた。

ロールプレイの参加者の感想は、

・自分たちの普通の会話でも、順番に聞いてもらったり、自分の悩みなどを皆が考えてくれ

るのには心地よい体験だとわかった。

・そんなに難しく考えなくても良いのかと思った。

主催地域担当者の反省・感想・意見など

・地元の方が開催場所の交渉や、参加者に声をかけてもらうことが大切だと思った。

・今回は、当方からも募集チラシを地域包括支援センターに送ったので、それを見てこら

れた方もあった。

・札幌で実施したが、小樽、釧路など遠方から来てくださった方も多かった。

備考:
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「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式１

支 部 名
滋賀県支部

担 当 者 名
北川 須美枝

開 催 日 時 ２００９ 年 １ 月 １８ 日（日） １３：３０ ～ １６：３０

会 場 コミュニティセンターきたの 滋賀県野洲市市三宅３１３番地

参 加 者 数

内 訳

支部からの参加者１６名（内世話人１２名）

支援職（専門職）の参加者 １８ 名

男性 ６ 名・女性 ２８名

支援職（専門職）の内訳

地域包括支援センター職員（ ６名）・デイサービス職員（ ６名）・特養またはグルー

プホーム職員（ ２ 名）・病院職員（ 名）・

その他 具体的に

（ ４名） 看護師１名・ケアマネ２名・民生委員１名

内 容

講義感想

本人支援が大切だということがよくわかったが、それ以上に本人支援の大変さを感じまし

た。今まで、傾聴共感は大切な事だしできるように思っていましたが、本人の気持ちの

理解、本人の気持ちを知ろうという事は、とても大切な事だと知り努力していかねばな

らないと思うが、同時にその事の深さを痛感しました。知れば知っていくほど、自分自

身も見失うほどの深い所に入っていく様に思います。ただ今日、先生から言って頂いた

事のように「この程度で良い」という気持が大切だと聴くことができてホッとしました。

本人の気持ちを大切にしながら、これからも本人に近づけた介護ができるようにしてい

きたいと思っています。

ロールプレイについて

（内容）本人役５名・司会役１名・サポーター１名で開始。自己紹介と今感じておられるこ

となどを話していただく。症状としては、物忘れが多いが、今までできていたことが出来な

くなっていくことへの不安や自分が認知症だとは思いたくない。また、仕事や家族のことへ

の心配。認知症だとはっきり診断はされていないが、もしそうだったら、生きていけるのだ

ろうかという何ともいえない恐怖などを語っていただきました。あまりの迫真演技に、司会

者・サポーターが少し戸惑う場面もありましたが、参加者全員が、吸い込まれるような素晴

らしいロールプレイでした。

（意見交換で出た意見）

家族・本人どちらも困っているが、本人の方が困っている様子がよくわかった。本人支援

はかなり困難、しかし本人同士で語り合う場が必要だということがよくわかった。本人の

思いを引き出すには、援助者はかなりの苦労と技術が必要だと思った。

主催支部の反省・感想・意見など

近年、滋賀県にも若年の方の相談が増えてきました。そこで、家族のつどいと同様、本人が

語れる場・本人同士が語り合える場が必要ではないかという思いから本人ネットワーク支援

者養成研修を受けさせていただきましたが、家族の会だけでは先へつなげていくことは難し

いので、行政・専門職などあらゆるところに声をかけて協力をお願いしましたところ、広域

から本人支援に思いのある方々が参加して下さいました。研修後のアンケートもほとんどの

方が記述していただき、「参加して本当によかった」「本人ネットの困難さとそれ以上の必要

性を感じた」などみなさんが多くの感想をお寄せ下さいました。

今後、支部といたしましては、今回の研修で学ばせていただいたことを元に、みなさんと

連携を取りながら、定期的に連絡会をもち、ゆっくり、じっくり、本人ネットワークに向

て始動します。

備考：研修用 DVD がちゃんと映らなくて、先生はじめ皆さんにご迷惑をおかけしました。

本当に申し訳ありませんでした。

※ 事前にテスト用の DVD でもあればよかったと思います。（北川）
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「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式２

開催地域名 富 山 担 当 者 名 沖田

開 催 日 時 ２００９年 １月 ２５日（日）１３：３０ ～ １６：３０

会 場 富山市 サンフォルテ

参 加 者 数

内 訳

３５名 男性 ９名・女性 ２６名

地域包括支援センター職員（２名）・デイサービス職員（ ４名）

グループホーム職員（５名）・病院職員（ １名）家族（３名）本人（1 名）

認知症の人と家族の会富山県支部世話人（１９名重複あり）

その他 カウンセラー（１名）行政職員（1 名）介護支援専門員（1 名）

内 容

講義感想（参加者の反応・感想をお書きください）

参加者は、昨年夏の研修（富山県支部の若年認知症支援者養成研修において、本研修の前

段階の研修）に参加した人や、日頃家族会などで本人支援を行っている人がおり、より具体

的な質問が出た。

・ 特別養護老人ホームでお茶会をしているが、いつも怒っているメンバーがおり、そういう

人にはどのような話を向けたらよいのか。

・ 自己紹介の時に年齢を自由に言うことの意味は？

・ グループホームで認知症の少し進んだ人の失敗を修正しようとする人がいることで悩ん

でいるが、そのような時にも交流会が役にたつのか。

ロールプレイについて（ロールプレイの内容と意見交換で出た意見などをお書きください）

前回の研修でロールプレイの経験のない人に参加してもらった。認知症役 5 名、サポータ

ー2 名を受講者から募り、沖田が進行役となり進めた。約 30 分。

ロールプレイのテーマは、自己紹介、今年の抱負、困っていることの順番で尋ねた。

ロールプレイの参加者の感想は、

・ 楽しかった。

・ 気楽に話せた。自分の困りごとを聞かれて、コンプレックスの部分もすっと言えた。

・ 自分の困りごとを聞かれて、家族にも言っていないことを言ってしまったのは、雰囲気が

よかったからかと思う。

・ サポーター役で緊張していたが、本人役の人に助けられた。

主催地域担当者の反省・感想・意見など

申し込みのなかった当日の参加者があったので、人数が多くなってしまった。

認知症のケアの現場でも本人の心のケアが求められており、本人交流会の方法に期待され

ていると感じた。

備考：



35

「本人ネットワーク支援者養成研修」開催報告 様式１

支 部 名 熊本県支部 担 当 者 名 冨岡大高

開 催 日 時 ２００９年 ２月 ７日（ 土 ） １３：００ ～ １６：００

会 場 くまもと県民交流館 パレア 会議室２

参 加 者 数

内 訳

支部からの参加者１２名（内世話人 ４名）

支援職（専門職）の参加者 １０ 名

男性 ９名・女性 １３名

支援職（専門職）の内訳

地域包括支援センター職員（ 2 名）・デイサービス職員（ 0 名）・特養またはグルー

プホーム職員（ 0 名）・病院職員（ 3 名）・

その他 具体的に NPO 法人職員２名、老健支援相談員１名、

（ ５名） 専門学校学生２名

内 容

講義感想（参加者の反応・感想をお書きください）

本人の方を支援するということについて、参加者それぞれの方が熱意を持っておられるが、

どのように支援すればよいかという点について、最初は皆さん分からない部分があるよう

であった。

松本先生より、「いきなり本人のつどいをしようと思うのでなく、今行っている活動のなか

から始めていい」というお話をされ、皆さんも少し意欲が出てこられたようで、身近に

本人の方を見ておられるので、それぞれイメージが湧いてきようだった。

余談ではあるが、松本先生より「熊本の参加者は『品がいい』」と言われ、あまり発言が積

極的でなかったようだった。

ロールプレイについて（ロールプレイの内容と意見交換で出た意見などをお書きください）

「本人交流会」として代表者が本人役（５名）、進行役・サポート役としてロールプレイを

行う。この中で、今回参加された認知症本人の方が本人役で参加される。

また逆の立場で、先に行った本人を介護している家族の立場としての座談会を行う。

意見としては、

・本人に対しては、本人の思いに対して、進行役が配慮してしまい、なかなかスムーズに

進行できなかった。また本人同士の会話にまで広がっていかなかった。

・ロールプレイの参加者が、なかなか役割設定のイメージが湧かず、演じるのが難しかっ

た。

・（進行役より）どう進行してよいか、途中で分からなくなった。

主催支部の反省・感想・意見など

松本先生にお話頂くという貴重な機会で、「本人ネットワーク」の大切さを十分理解すること

ができた。現在、支部としての取り組みでは、「若年期のつどい」に「本人も参加可」という

形をとっており、ご本人の参加が増えていけば、「本人のつどい」に発展させたいと考えてい

るが、もっと広報を行い、ご本人の参加を促していきたいと思った。

一方で、主催支部として運営を行いながら、研修に参加するということで、運営者が少なか

ったこともあり、集中してお話を聞く事ができず残念な部分もある。運営担当者を別に置く

べきだった。

また当日欠席の方が数名おられ、事前の申し込み段階で定員に達した為、お断りをした方に

参加して頂けなかったのは残念だった。せっかくの機会だったので、多くの方に聞いてほし

かった。

備考：
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資料２
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08.5.16～18 富山県朝日町笹川

交流会に参加して
＊ 本・・・本人 介・・・介護者

＊ お名前を公表されている方は実名です。

加藤〔介〕東京 「楽しい２泊 3 日でした。家族の会富山県支部のみなさんにお世

話になっています。地方のことも知りたいので、これからも年 2 回の旅行

を兼ねて参加したい。」

Ｙ〔介〕広島 「去年に続き参加、今年はバドミントンや卓球、陶芸の初めての体験

ができた。夫婦でするゲームは初めてでした。ありがとうございました。」

Ｙ〔本〕 「こういうことは、一生ないと思っていたが、とても喜んでいる。」

足立〔本〕大分 「自分は、人間学の文化・アイディンテティの問題に興味がある。

富山で、福祉に携わる方の深い人間性に触れ、感銘を受けた。生きる力を、

存分にいただけるとありがたい。

足立〔介〕「お世話になりました。初めての参加で緊張していたが、とても楽しかった。

大分に帰って報告し、大分でも同様の取り組みを始めたい。支える者と支え

られる者が、気持ちを分かち合えている。

Ｓ〔本〕富山 「家族の会は、今まではあまり好きではなかった。スポーツが好き。

みなさんが、真剣にやっておられる姿を見て自分も頑張りたいと思った。

下村に、パークゴルフ場がある。今度は、一緒に楽しみたい。

Ｓ〔介〕 「昨年は、一人での参加だった。今年は、２人で来れてよかった。」

Ｔ〔本〕大阪 「前にも来ました。今年は、みなさんとたくさん話ができた。みなさ

ん、ようやってくれるなぁという感じだ。人に迷惑をかけないことを第一

にやっている。」

Ｔ〔介〕 「アートの会にも参加している。富山に来ることができてラッキー。山深し、

人情厚くうれしい。また寄せていただきたい。全部がＧＯOＤ．」

勝田 「富山の支部だよりに、若年のページをつくっている。いずれ全国的な若年本

人の会報も出来ると思うがそれまでの間、みなさんの声を載せていき当分は、

支部だよりで交流をしたい。ぜひメールなどで日々のことを書いて送ってくださ

い」

Ｈ〔介〕広島 「前回に続いての参加、主人と仲良くしたりいろんなことに挑戦をしなけ

ればと反省をしている。今後も参加していきたい。」

Ｈ〔本〕 「今まで、みなさんに助けていただいて感謝している。いろんな方に支えられ

て、今日まで感謝してきた。この会が発展していくといい。皆さんに教えていた

だいたり、お世話になっていく。よろしくお願いします。」

Ｍ〔介〕 「昨年から引き続き、全国から集まることがすごい。秋にも顔合わせができる

資料３
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といい。」

Ｋ（介）富山 「交流に、主人と参加できなかったことが残念。家族の会に電話相談があ

ったらすぐに対応をしてあげて欲しい。自分は一年待った。主人が入院してから時

間の余裕ができて世話人になった。秋はコスモスがきれい。楽しみにしている。」

加藤〔本〕東京 「全部がとても楽しかった。みなさん素敵な人ばかり。こんな病気どう

ってことない。「バカバカしい」「アホらしい」なんにも怖いことない。気持ちひとつ。

涙にも銭がかかっているの。」

岩城さん（サポーター）富山 「加藤さんは笑顔の素敵な方。東京のこと、もっと話したい。

楽しい。」

宮原さん〔千葉の家族の会世話人〕 「自分のことを、自分の言葉で言って、パワーをもっ

ている姿に感激した。今回は、男性世話人の参加が足りずに加藤さんひとりで男性入

浴の見守りをしていただいた。入浴時の世話人が欲しい。是非、参加を。」

佐藤 （本人）埼玉 「自然が美しく、心がホッとする。スーパー銭湯では加藤さんとＭ

さんにお世話をかけた。」

Ｍ〔本〕富山 「足立さんには、3 度目の正直でがんばって来ていただいた。皆さんに元気

を与えていただいた。全国から皆さんが来てくださり、本人や家族にとって励まし

になる。10 月まで体調を管理し、『がんばらない』で『あきらめない』で参加してく

ださい。」

（記録：世話人 舘田 よし子）






